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'I I更刊 城門南東部列石 A及び背部状況 (南から) 2 城門南東部列石 A検出状況 (西から)

3 城門南東部列石 A検出状況 (北から) 4 城門南東部列石 A検出状況 (西から)

6 城門南東部列石 B背部遺物出土状況 (北から)

8 城門北東部列石 C及び盛土状況 (南から)
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2 城門北側城壁背部崩落石検出状況

5 城門南側城壁背部 H15第 5ト レンチ完掘状況 (西から) 6 城門南側城壁背部 H15第 5ト レンチ完掘状況 (東から)

1 城門北側城壁背部崩落石検出状況 (南から) (北から)

3 城門北側城壁背部崩落石中遺物出土状況 4 城門背部崩落土遺物出土状況

7 南西斜面外郭線南側城壁調査前状況 (南西から) 8 南西斜面外郭線南側城壁調査前状況 (北東から)
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1 南西斜面外郭線南側城壁前面石垣検出状況 (西から)
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2 南西斜面外郭線南側城壁前面石垣検出状況 (北から)
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1 南西斜面外郭線南側城壁前面石垣基底部状況 (西から) 2 南西斜面外郭線南側城壁前面石垣前面上層堆積状況 (南から)

3 南西斜面外郭線南側城壁背部H18第 3ト レンチ調査前状況 (西から) 4 南西斜面外郭線南側城壁背部H18第 3トレンチ調査前状況(東から)
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5 南西斜面外郭線南側城壁背部 H18第 3ト レンチ完掘状況 (南東から)
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司 南西斜面外郭線南側城壁背部 H18第 3ト レンチ完掘状況 (北から)

2 南西斜面外郭線南側城壁背部H18第 3ト レンチ完掘状況 (北西から) 3 南西斜面外郭線南側城壁背部H18第 3ト レンチ南部完掘状況(西から)

4 南西斜面外郭線南側城壁背面列石検出状況 (南から) 5 南西斜面外郭線南側城壁背面列石検出状況 (南東から)
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3 南西斜面外郭線南側城壁列石 B検出状況 (東から) 4 南西斜面外郭線南側城壁背部H18第 3ト レンチ土層堆積状況(南東から)
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5 南西斜面外郭線南側城壁背部H15第 6ト レンチ完掘状況(1ヒ東から) 6 南西斜面外郭線南側城壁背部H15第 6ト レンチ完掘状況(南西から)

7 南西斜面外郭線南側城壁背面列石北部検出状況 (南から) 8 南西斜面外郭線南側城壁背面列石北部検出状況 (東から)
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1 南西斜面外郭線南側城壁背面列石北部折れ部分検出状況 (東から) 2 南西斜面外郭線南側城壁背面列石中央部検出状況 (東から)

3 南西斜面外郭線南側城壁背面列石南部検出状況 (東から) 4 南西斜面外郭線南側城壁背部H17第 3ト レンチ完掘状況(南西から)

静碁々:
6 南百斜面外郭線南側城壁背部H17第 3ドレンチ土層堆積状況(南から)

8 南西斜面外郭線南側城壁H17第 3ト レンチ崩落石垣検出状況(北西から)7 南西斜面外郭線南側城壁背部背面列石南端検出状況 (南から)
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1 南西斜面外郭線南側城壁H17第 3ト レンチ上部上層堆積状況 2 南西斜面外郭線南側城壁H17第 3ト レンチ中部上層堆積状況

3 南西斜面外郭線南側城壁H17第 3ト レンチ中部上層堆積状況
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4 南西斜面外郭線南側城壁H17第 3ト レンチ下部上層堆積状況

6 南西斜面外郭線南側城壁内部柱穴土層状況
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7 南西斜面外郭線南側城壁内部柱穴半裁状況 8 南西斜面外郭線南側城壁内部柱穴完掘状況
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1 第 1ト レンチ調査前状況 (東から) 2 第 1ト レンチ調査前状況 (西から)

3 第 1ト レンチ調査前状況 (南から) 第 3ト レンチ調査前状況 (東から)

5 第 3ト レンチ調査前状況 (西から) 6 第 2ト レンチ調査前状況 (東から)

7 第 2ト レンチ調査前状況 (南から) 8 第 1ト レンチ (西)完掘状況 (西から)
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第 1ト レンチ (西)完掘状況 (東から)

第 1ト レンチ (東)完掘状況 (西から)

第 刊トレンチ 土層堆積状況

第 1ト レンチ (西)土層堆積状況

第 1ト レンチ (東)完掘状況 (東から)

第 1ト レンチ (北)完掘状況 (南から)

第 1ト レンチ (北)完掘状況 (北から) 第 1ト レンチ (北)上層堆積状況
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1 第 1ト レンチ (南)完掘状況 (北から)

(北から)

2 第 1ト レンチ (南)完掘状況 (南から)

4 第 1ト レンチ (南)土層堆積状況3 第 1ト レンチ (南)完掘状況拡大

5 第 5ト レンチ完掘状況 (南から) 6 第 5ト レンチ土層堆積状況

縄!鞠

7 第 3ト レンチ完掘状況 (東から)
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トレンチ完掘状況 (北から) 第 4ト レンチ土層堆積状況

3 第 2ト レンチ石垣完掘状況 (南西から) 4 第 2ト レンチ石垣完掘状況 (南東から)

5 第 2ト レンチ東部上層堆積状況 6 第 2ト レンチ石垣完掘状況拡大 (南東から)

7 第 2ト レンチ石垣背部状況 (東から) 8 第 2ト レンチ石垣背部遺物出土状況
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城門出土遺物
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南水門推定地出土遺物
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嫌 古代 城門,外郭線石垣 鶴 珊

城門前面石垣が外郭

線城壁と連続する
「懸門槌 」を国内

で初めて確認し亀

羽或16年度
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鯉
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要 約

史跡天然記念物屋島基礎調査事業として実施した屋嶋城跡の確認調査報告書である。事業

として城門および南水門の確認調査を実施した。平成 13年度の確認調査において遺構を確認
した城門は,『日本部 劃 に記述がある屋嶋城の存在を確固たるものとし,確認調査の結果,
高ヤソ髄 垣などを確認し,防御に優れた構造をもつていることが判明した。南水門では,
外郭線には内托土段や谷軸こ石垣を造っていることが判明した。

高松市埋蔵文化財調査報告第■3集

屋嗚城跡Ⅱ
=匈琥乾襦論該屋島瓢鰯嘲 確郡冶書Ⅱ―
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